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県が策定中である「（仮称）奈良県こどもまんなか未来戦略」や、今後、県がこども・子育て施策を検討する際に、施策
の当事者であるこども・若者の意見を聴取し、施策に反映させることができるよう、以下のとおり、こども・若者からの意見を聴
取する仕組みを構築。

こども・若者委員の選任等について

１ 概要

２ 実施内容

① 「奈良県こども・子育て支援推進会議」にこども・若者委員（２名）を公募により選任

県のこども、子育て施策について審議する「奈良県こども・子育て支援推進会議」に、２名のこども・若者委員を選任

○ 榊原 日南子（さかきばら ひなこ）さん （16歳、高校生）
○ 塩野 愛美（しおの えみ）さん （21歳、看護師）

任期：R6年4月1日～R7年8月31日
今後の予定：5月中に今年度第１回目の会議を開催予定。（こども・若者も参加しやすい方法・日程を検討）
（参考）公募条件：R6年4月1日時点で満15歳以上（中学生は除く）満24歳未満の県内在住者等

募集期間：R6年2月5日～2月29日 応募人数：8名（15歳（中学3年生）~21歳）
選考方法：1次選考：作文、2次選考：面接

② 「こどもまんなかクラブ」の創設

〈目的〉 こども・若者の皆さんが、政策に対して意見を伝えて、政策を決めるプロセスに主体的に参画する機会・場を得る
ことを目的として創設

〈対象者〉 R6年4月の時点で小学1年生世代～20代の方（人数の制限なく、希望者の全員を登録）
〈参加方法〉 参加申込み書に必要事項を記載し、こども・女性課に提出（任期：1年。毎年募集予定）
〈募集期間〉 R6年4月10日～4月30日
〈意見を伝える方法〉 Webアンケート、オンライン、対面など。
〈今後の意見聴取〉 策定中の「（仮称）奈良県こどもまんなか未来戦略（案）」について、意見を聞く予定 １
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こども・若者からの意見聴取結果について

① 学校等を訪問しての対話を通した意見聴取

●実施時期：令和６年１月～３月
●訪問先と人数（合計12施設283人）
大学：２校（１回生～４回生 25人）
高等学校：４校（１年生・２年生 47人）
中学校：２校（１年生～３年生 19人）
小学校：２校（５年生・６年生 135人）
児童養護施設：１施設（４年生～高校３年生10人）
休日学校：１施設（小学１年生～5年生 47人）

●方法
・ 県職員が「未来戦略中間整理のやさしい版パンフ
レット」を用いて説明。その後、４名程度のグループに
分かれて自由に意見を出して話し合ってもらった。
・ 話し合いの後、グループで出た意見を発表しても
らったり、出た意見について県職員から質問をして、ど
うしてそう思ったのかや、その意見に対して他のグルー
プの人もそう思っているのか、などを聴いた。

② Webによる意見募集

●Webによる意見募集
募集期間：令和６年２月５日～３月15日
回答件数：114件

●方法
・県ホームページに「未来戦略中間整理のやさしい版パンフ
レット」及び「未来戦略の骨子案」を掲載し、それらに対する
意見をいただいた。

２

●使用したパンフレット ●意見聴取の様子

「（仮称）奈良県こどもまんなか未来戦略」の策定に向けて、すでに実施したこども・若者の意見を聴取の結果について
は以下のとおり。

１ 概要



こども・若者からの意見聴取結果について

③－１ 聴き取った主な意見（学校等での意見聴取とWebでの意見を合わせて記載）

訪問 Web
意見募集 主な意見 意見を参考とする県の取組例

学校 人数 年齢 人数

小
学
校

186
人

12歳
まで

34
人

・学校の設備にかけるお金を増やしてほしい

・色んなものを買えるお店が近くに少ない

・働きやすい仕事場をどんどん紹介していく

・男性も入れる授乳室を作ってほしい

・給食をただにしてほしい

・道がでこぼこしていたり、ひびが入っている

のが怖いのできれいにしてほしい

・登下校を今以上に見守ってもらいたい

・同性婚を許可する

・こどもを産んだ時にお金がもらえるようにする

・働きやすい職場を増やしてほしい

・働く時間を気軽に変えれたら良い

・公園にもっと遊具がほしい

３

《今後の予定》 これらの意見を参考に、「（仮称）奈良県こどもまんなか未来戦略」の策定を進める。
令和６年6月議会に、未来戦略（案）を報告予定
その後、パブリックコメント、こども向けパブリックコメントを実施し、策定予定

→【新】 県立高校トイレピッカピカ５か年計画

→【継続】事業者へのデジタルマーケティング支援による

ネット販売の普及

→【継続】社員・シャイン職場づくり推進事業

（働きやすい職場づくりを推進する企業を登録・表彰）

→国への要望を継続

→【新】ならの道リフレッシュプロジェクト

（舗装の耐久性向上、道路維持管理DX等）

→【継続】通学通園路等の安全対策経費を市町村に補助

→【新】奈良県パートナーシップ制度の導入

→【継続】出産・子育て応援交付金の給付

→【新】女性が輝くワークチャレンジ事業等

→【新】女性が輝くワークチャレンジ事業等（再）

→【新】大和平野の県有地に、楽しめるスポットを創出

【継続】まほろば健康パーク機能強化事業



訪問 Web
意見募集 主な意見 意見を参考とする県の取組例

学校 人数 年齢 人数

中学
校

高等
学校

22
人

50
人

13～
15歳

16～
18歳

5人

9人

大学
25
人

19歳
～22
歳

11
人

23歳
以上

55
人

こども・若者からの意見聴取結果について

③－２ 聴き取った主な意見（学校等での意見聴取とWebでの意見を合わせて記載）

・学校のトイレに生理用品を置いてほしい
・こどもや若い人の意見を聞くために意見箱のような
ものを県庁のホームページに載せる
・こどもを産んだり、育てたりするときに係る費用が
不安
・SNSを使って奈良県のアピールをする
（インパクトのある動画）

・子育てをした人の体験などの話し合える場を設ける
・子育てにどれくらいお金がかかるのかぼやっとしてて
イメージがつきにくい
・若者の意見が取り入れられるこういう場を
もっと作るべき

・通学路の整備を行ってほしい
・若い人からしっかり意見を聴くべき
・不妊治療の補助の年齢制限を撤廃してほしい

・公園の遊具がほとんど同じなので、
何か特色のある公園があればいい

４

・将来必要な費用等に関することを学びたい

・相談窓口をイメージできるように、動画で

例を見られればより安心して相談できる

・公園をきれいにしてほしい

・性別に関する偏見について、幼少期から学べる機会が必要

→【新】ライフデザイン実現応援事業

（高校生等の若い世代向けに動画作成）

→【新】ぬくもりあふれる公園プロジェクト

→【継続】教職員のための性に関する指導ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸの作成

→【継続】学校保健活動整備事業（保健室への生理

用品等の配置、生徒からの要望があれば無償で配布）

→【新】 「こどもまんなかクラブ」の創設

→子ども医療費助成の拡充

（対象を高校生世代まで拡充し、現物給付化）

→【新】若者、子育て世代向け魅力発信事業

→【継続】市町村におけるセミナー等の実施を支援

→【新】ライフデザイン実現応援事業（再）

→【新】 「こどもまんなかクラブ」の創設（再）

→【継続】通学路交通安全ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ等に基づく危険箇所対策

→【新】 「こどもまんなかクラブ」の創設（再）

→【新】不妊治療支援実施準備事業

（助成を行う市町村への補助制度構築）

→【継続】まほろば健康パーク機能強化事業（再）


